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海海のの中中ににはは、、陸陸上上のの植植物物とと同同じじ

仲仲間間でで、、花花をを咲咲かかせせるる海海草草ががああるる

ののををごご存存知知ででししょょううかか。。そそのの海海草草

ががままととままっってて生生ええてていいるる場場所所をを

「「アアママモモ場場」」とと呼呼びびまますす。。ももとともも

とと陸陸上上にに生生ええてていいたた植植物物がが、、ままだだ

恐恐竜竜がが闊闊歩歩ししてていいたた白白亜亜紀紀にに海海

にに帰帰化化ししたたとと考考ええらられれてていいまますす。。  

海海草草のの仲仲間間はは全全部部でで 5599 種種類類ああっってて、、そそののううちち日日本本ににははおおよよそそ 1166

種種類類がが分分布布ししてていいまますす。。そそのの多多くくはは波波のの静静かかなな海海のの浅浅いい砂砂地地のの海海

底底にに生生ええてていいまますすがが、、波波のの荒荒いい岩岩のの上上にに生生ええるる種種類類ももあありりまますす。。

日日本本のの沿沿岸岸にに広広くく分分布布ししてていいるるののははアアママモモ（（ZZoosstteerraa  mmaarriinnaa））でで

すす。。別別名名リリュュウウググウウノノオオトトヒヒメメノノモモトトユユイイノノキキリリハハズズシシとと呼呼ばばれれ、、

生生物物ととししててはは日日本本でで一一番番長長いい名名前前をを持持っってていいまますす。。  

かかつつててはは刈刈りり取取っったた葉葉をを畑畑のの肥肥料料ににししたたりり、、塩塩をを作作るるととききにに利利用用

さされれたたりりししてていいままししたた。。  

   
   

１１．．ははじじめめにに  

アアママモモ  

１１１ 

11--11．．アアママモモ場場ととはは？？ 

リュウキュウアマモリリュュウウキキュュウウアアママモモ  エエビビアアママモモ  



    

  

アアママモモ場場はは、、多多くくのの生生きき物物たたちちののすすみみ家家、、ええささ場場、、かかくくれれ場場、、産産

卵卵場場ととななるるここととかからら「「海海ののゆゆりりかかごご」」とともも呼呼ばばれれてていいまますす。。  

ままたた、、アアママモモととそそのの葉葉にに付付いいたた小小ささなな藻藻がが光光合合成成にによよりり酸酸素素をを補補

給給しし、、チチッッソソややリリンンをを吸吸収収すするるここととでで水水質質やや底底質質をを浄浄化化ししまますす。。  

ここののよよううななははたたららききをを持持つつアアママモモ場場はは、、魚魚介介類類をを増増ややすす場場ととししてて

だだけけででははななくく、、自自然然をを体体験験ししたたりり環環境境をを学学ぶぶ場場ととししててもも利利用用すするる

ここととがが可可能能でですす。。  

  

    
写写真真左左かからら：：アアママモモ場場にに集集ままるる魚魚、、アアママモモにに産産みみ付付けけらられれたたアアオオリリイイカカのの卵卵、、アア

ママモモのの根根元元ににすすむむアアササリリ  
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11--22．．アアママモモ場場のの機機能能 
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アアママモモ場場をを再再生生すするるににはは、、そそのの地地

域域でで様様々々なな活活動動をを行行っってていいるる組組織織

（（漁漁業業者者団団体体、、自自治治会会、、教教育育機機関関、、

NNPPOO 団団体体、、行行政政機機関関ななどど））やや人人々々（（市市

民民、、専専門門家家、、利利害害関関係係者者ななどど））とと意意

見見をを調調整整しし、、一一緒緒にに活活動動すするる協協働働のの

枠枠組組みみををつつくくるるここととがが望望ままれれまますす。。  

協協働働作作業業をを円円滑滑にに進進めめるるたためめににはは、、

基基本本ととななるるルルーールルをを定定めめるる必必要要ががあありりまますす。。一一般般的的ににはは、、①①対対等等

のの関関係係、、②②自自主主性性のの尊尊重重、、③③活活動動資資金金のの確確保保、、④④相相互互のの理理解解、、⑤⑤

目目的的のの共共有有、、⑥⑥情情報報のの公公開開ななどどがが挙挙げげらられれまますす。。  

協協働働のの枠枠組組みみににはは、、必必要要ととななるる全全ててのの組組織織やや人人材材がが始始めめかからら揃揃うう

ここととははままれれでですす。。活活動動をを継継続続的的ななももののととすするるたためめににもも組組織織とと人人材材

のの発発掘掘やや育育成成にに努努めめるる必必要要ががあありりまますす。。意意欲欲をを高高めめるるイイベベンントトのの

開開催催やや専専門門のの育育成成機機関関ななどどをを通通じじてて、、調調整整役役、、促促進進役役、、案案内内役役とと

ななるる人人々々をを育育ててままししょょうう。。  

    

２２．．仲仲間間とと考考ええててみみよようう 

３３３ 

22--11．．仲仲間間をを集集めめよようう 



    

  

協協働働のの枠枠組組みみががででききたたらら、、アアママモモ場場のの再再生生をを妨妨げげてていいるる原原因因をを考考

ええててみみままししょょうう。。  

事事前前にに資資料料をを集集めめたたりり、、現現地地でで実実際際にに調調べべたたここととをを専専門門家家のの指指導導

をを受受けけななががらら自自然然条条件件、、社社会会条条件件のの両両面面かからら整整理理・・検検討討しし、、原原因因

とと考考ええらられれるるももののをを拾拾いい出出ししててみみままししょょうう。。  

原原因因はは必必ずずししもも再再生生ししよよううととすするる場場所所のの近近くくににああるるととはは限限りりまま

せせんん。。広広くく様様々々なな方方向向かからら検検討討すするるここととをを忘忘れれなないいよよううににししまましし

ょょうう。。  

  

過度の漁労活動 

異常気象 海砂の採集 

水質の悪化 

沿岸域埋立

４４４ 

22--22．．アアママモモ場場ががななくくななっったた原原因因をを考考ええよようう 



  

  

アアママモモ場場ががななくくななっったた原原因因がが明明ららかかににななっったた場場合合はは、、そそのの原原因因をを

将将来来ににわわたたっってて改改善善すするる必必要要ががあありりまますす。。そそののたためめのの技技術術やや資資金金

ががああるるかか、、必必要要なな人人やや組組織織のの支支援援がが得得らられれるるかかななどどににつついいてて判判断断

すするる必必要要ががあありりまますす。。  

ままたた、、アアママモモ場場のの再再生生はは対対象象ととななるる地地域域のの生生活活とともも密密接接にに関関連連しし

ててききまますす。。再再生生活活動動がが地地域域のの中中でで果果たたすす役役割割、、期期待待さされれるる役役割割にに

つついいててもも十十分分なな検検討討がが必必要要でですす。。  

ささららにに、、アアママモモ場場のの再再生生はは科科学学的的・・技技術術的的にに不不確確実実なな要要素素をを含含んん

ででいいまますす。。計計画画通通りりにに進進ままなないいこことともも踏踏ままええてて、、そそののつつどど状状況況にに

合合わわせせたた対対応応がが取取れれるるよようう（（順順応応的的））にに、、ああららかかじじめめ検検討討ししてておお

ききままししょょうう。。  

ははじじめめににアアママモモ場場再再生生あありりききででははななくく、、上上記記ののよよううなな点点をを踏踏ままええ

ててななぜぜ必必要要ななののかか、、本本当当にに必必要要ななののかかとといいううここととをを協協働働すするる人人達達

のの中中ででよよくく検検討討しし、、納納得得ししててももららいいままししょょうう。。  

  

５５５ 

22--33．．アアママモモ場場再再生生のの必必要要性性をを再再検検討討ししよようう  



    

  

アアママモモ場場をを再再生生すするるたためめににはは、、

かかつつててははどどののよよううなな範範囲囲ににアアママ

モモ場場ががあありり、、どどののよよううなな利利用用とと管管

理理ががさされれてていいたたののかか、、そそののアアママモモ

場場ががいいつつどどののよよううににししてて消消失失しし

たたののかかとといいっったた状状況況をを正正ししくく把把

握握すするるここととがが必必要要でですす。。埋埋立立やや港港のの建建設設、、海海岸岸のの整整備備とといいっったた直直

接接的的なな変変化化のの他他にに、、人人口口増増加加やや工工場場建建設設にに伴伴うう水水質質のの悪悪化化やや漁漁場場

のの変変化化とといいっったた間間接接的的なな変変化化もも時時ととししててアアママモモ場場ががななくくななっったたりり、、

小小ささくくななっったたりりすするる原原因因ににななりりまますす。。  

関関連連すするる情情報報ををままととめめてていいるる資資料料をを集集めめたたりり、、地地元元にに長長くく住住んんでで

いいるる人人達達にに、、子子供供のの頃頃とと現現在在ととででどどののよよううなな変変化化ががああっったたかかをを聞聞

いいててままととめめててみみままししょょうう。。  

  

 

３３．．計計画画ししよようう 

６６６ 

33--11．．資資料料をを集集めめよようう  



  

ままととめめたた資資料料ををももととにに、、再再生生のの目目標標ととななるるアアママモモ場場のの大大ききささやや利利

用用とと管管理理のの方方法法ににつついいてて具具体体的的ななイイメメーージジににししててみみままししょょうう。。関関

連連すするるイイベベンントトをを開開いいてて意意見見をを募募集集ししたたりり、、理理想想的的なな姿姿をを描描いいたた

絵絵ののココンンテテスストトをを行行ううこことともも意意識識をを共共有有ししたたりり合合意意をを得得るる上上でで有有

効効なな方方法法でですす。。  

イイメメーージジがが固固ままっったたらら、、そそれれをを基基にに具具体体的的なな目目標標ととししてて設設定定ししまま

ししょょうう。。そそのの際際ににはは、、実実現現可可能能なな目目標標ででああるるこことと、、段段階階的的なな目目標標

ででああるるこことと、、参参加加者者がが共共有有ででききるる目目標標ででああるるこことと、、結結果果ととししててどど

ののよよううなな効効果果がが期期待待ででききるるかかににつついいててよよくく検検討討ししままししょょうう。。  

  

hhttttpp::////wwwwww..ssaannbbaannzzee..ccoomm//nnppoo//ffuurruussaattoo//ffuurruussaattoo..hhttmm  よよりり引引用用  

７７７ 

33--22．．目目標標をを設設定定ししよようう  



    

目目標標がが決決ままっったたらら、、再再生生ををししよよううとと考考ええてていいるる場場所所でで実実際際にに調調べべ

ててみみてて、、現現在在ととのの違違いいかかららななぜぜアアママモモ場場がが再再生生ででききなないいののかか、、何何

ががアアママモモ場場のの再再生生をを妨妨げげてていいるるののかかとといいっったた点点ににつついいてて専専門門家家をを

交交ええてて掘掘りり下下げげてて考考ええ、、再再生生のの可可能能性性をを検検討討ししままししょょうう。。  

アアママモモ場場のの再再生生にに適適ししたた場場所所ががなないい場場合合はは、、再再生生をを妨妨げげてていいるる要要

因因をを改改善善ししななけけれればばななりりまませせんん。。  

再再生生にに適適ししたた場場所所がが見見つつかかっったた場場合合はは、、再再生生すするる規規模模、、遺遺伝伝的的なな

多多様様性性にに配配慮慮ししたた種種苗苗をを採採取取すするる場場所所のの選選定定、、そそのの場場所所にに合合っったた

種種ままきき（（播播種種））やや移移植植方方法法をを選選定定しし、、実実行行すするる際際のの計計画画書書ををつつくく

りりまますす。。  

 

 
写写真真右右：：椹椹野野川川河河口口域域・・干干潟潟自自然然再再生生全全体体構構想想／／椹椹野野川川河河口口域域・・干干潟潟自自然然再再生生協協議議会会((平平成成 1177
年年 33 月月））  hhttttpp::////eeccoo..pprreeff..yyaammaagguucchhii..llgg..jjpp//ffuusshhiinnoo//aabboouutt__kkoossoo..hhttmmll  よよりり引引用用  

８８８ 

33--33．．計計画画をを立立ててよようう  



  

    

実実行行のの主主体体ととななるる枠枠組組みみににはは、、

漁漁業業者者、、市市民民、、専専門門家家、、教教育育機機関関、、

企企業業、、行行政政機機関関ななどど広広範範囲囲のの人人やや

機機関関がが参参加加すするるここととがが望望ままししいい

ででししょょうう。。そそのの際際はは参参加加者者のの役役割割

とと分分担担をを決決めめ、、責責任任のの所所在在をを明明らら

かかににししてておおききままししょょうう。。  

そそののたためめにに、、ああららかかじじめめ協協働働組組織織のの構構成成やや運運営営ルルーールルをを定定めめ、、協協

定定書書をを交交わわししてておおくくとと混混乱乱をを少少ななくくすするるここととががででききまますす。。  

  

  

 

４４．．実実施施ししよようう 

９９９ 

44--11．．役役割割とと分分担担をを決決めめよようう  



  

アアママモモ場場のの再再生生はは科科学学的的・・技技術術的的にに不不確確実実なな要要素素をを含含んんででいいまますす。。

計計画画通通りりにに進進ままなないいここととももあありり得得まますすしし、、再再生生ししたたここととにによよっってて

想想定定ししてていいななかかっったた変変化化やや影影響響がが現現れれたたりりすするるこことともも考考ええらられれまま

すす。。状状況況にに合合わわせせたた対対応応がが取取れれるるよよううにに（（順順応応的的管管理理））途途中中段段階階

かかららモモニニタタリリンンググ調調査査をを行行いい、、常常にに状状況況をを把把握握ししてておおくく必必要要ががああ

りりまますす。。  

  

    

44--22．．確確かかめめななががらら進進めめよようう  

１１１000 

播種・移植区域

分布拡大域



    

  

アアママモモ場場ににはは、、以以下下にに示示すすよよううなな

多多面面的的なな機機能能ががあありりまますす。。  

①①  魚魚介介類類のの資資源源増増殖殖をを通通じじたた

水水産産物物のの安安定定供供給給  

②②  水水・・底底質質のの浄浄化化やや物物質質循循環環機機

能能、、生生態態系系やや生生物物多多様様性性のの保保

全全機機能能にに基基づづくく自自然然環環境境のの

保保全全  

③③  自自然然体体験験やや環環境境学学習習・・教教育育のの場場  

④④  雇雇用用創創出出やや地地域域文文化化のの創創出出・・継継承承  

対対象象ととななるる地地域域のの自自然然やや社社会会条条件件にに合合わわせせてて、、上上記記のの機機能能をを適適宜宜

組組みみ合合わわせせてて持持続続的的にに利利活活用用ししてていいききままししょょうう。。  

  

     

    

５５．．利利用用とと管管理理 

１１１１１１ 

55--11．．アアママモモ場場のの利利用用方方法法  



    

  

アアママモモ場場のの利利活活用用ににはは、、時時ととししてて利利害害がが発発生生すするるここととががあありりまますす。。

ままたた、、過過度度なな利利活活用用ははアアママモモ場場のの衰衰退退やや機機能能低低下下ををももたたららしし、、持持続続

的的なな利利活活用用をを難難ししくくししまますす。。継継続続的的ににモモニニタタリリンンググ調調査査をを行行いい、、当当

初初のの目目標標やや計計画画にに対対ししてて課課題題がが生生じじたた場場合合ででもも、、実実情情にに応応じじてて柔柔軟軟

にに対対応応すするるこことと（（順順応応的的管管理理））がが重重要要でですす。。  

必必要要にに応応じじてて看看板板のの設設置置、、チチララシシややパパンンフフレレッットトのの配配布布、、イイベベンン

トトややママススメメデディィアアをを通通じじたた呼呼びびかかけけ、、教教育育機機関関へへのの参参加加ななどどにによよりり

継継続続的的にに普普及及啓啓発発をを図図っってていいくくこことともも有有効効でですす。。  

漁漁業業権権ななどどのの複複雑雑なな権権利利がが関関係係ししてていいるる場場合合はは、、実実情情にに応応じじてて行行

政政機機関関にに働働ききかかけけ、、条条例例のの制制定定やや保保護護水水面面のの設設定定ななどどをを行行ううこことともも

有有効効なな対対策策ににななりりまますす。。  

  

  

１１１２２２ 

55--22．．アアママモモ場場のの管管理理方方法法  

 

評価

維持管理

モニタリング 目標・計画設定 

原因の究明 
対策の検討 

ＮoＧood 

Ｇood 

順順応応的的管管理理のの流流れれ
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